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iPhone/iPadとBLE通信するBLE112(Telec取得済)を使用したモジュール。 

24 pin dipなので試作等の回路に最適。 

初期設定でのGATTでシリアル通信を含めた各種入出力に対応。 

この場合、モジュール側のプログラム開発は不要。 

複数のモジュールそれぞれに名前を付けることができ、その名前を指定して接続
することができます。 

モジュールの電波送出強度を指定できます。（ -24dBmから+3dBm ） 

モジュールのおおよその温度も取得できます。 

もちろん、モジュールのプログラムを開発し、書き換えることで望み通りの
GATTと挙動が設定可能。(ただしBLE112の知識と専用書込器が必要) 

 

１モジュール４８００円（税別）とお手軽な価格で提供（２０１３年６月現在） 

LSD-BLE112 



Pin: 24 pin dip 800mil 

Board: 34 x 27 mm 

外観 



Output Port 3 bits 

Input Port 2 bits 

PWM Output 2ch, 32KHz, 0～1000 

UART  1ch, 115200bps, hard flow 

SPI  1ch, master,0,0, 1Mbps 

Communicate indication output (PWM) 

RSSI indication output (PWM) 

入出力 





GND グランドに接続 

VDD 電源（2Vから3.6V、通常は3.3V）に接続 

DC 無接続 

DD 無接続 

OutBit1,2,3 出力（最大4mA） 

USB 無接続 

SPI_MO 出力（最大4mA） 

SPI_MI SPIを使用しない場合はGNDに接続 

SPI_CLK 出力（最大4mA） 

32K_CLK_OUT 無接続 

RSSI 出力（最大20mA） 

Communicate 出力（最大20mA） 

PWM 出力（最大4mA） 

UART_RX UARTを使用しない場合はGNDに接続 

UART_TX  出力（最大4mA） 

UART_CT UARTを使用しない場合はVDDに接続 

UART_RT  出力（最大4mA） 

InBit1,2 20Kormで内部でプルアップ 

 

各ピンの使用方法 



UARTとSPIはエコーバック 

基本回路図 



 

 



敏速にiPhone/iPad対応アプリの作成 

BLEの知識不要 

複数モジュールから選択接続可能 

写真のサンプルプロジェクトを無償提供 

SDK for iOS 



Class 



Initialize 



Connect / Disconnect 



Write 



Read (Delegate) 



ＳＰＩでコントロール可能なステッピングモータに繋いで旗を振らせる。 

ＳＰＩのＣＳとしてＯｕｔＢｉｔ１を用いる。 

ＩｎＢｉｔ１はモーターのＢｕｓｙを示すようにする。 

 

使用例 



電源はL6270ステッピングモータ・ドライバキット（ストロベリーリ
ナックス）の内部レギュレータから3Vが供給されるようにします。 

参考回路図 



StepMotor 



モーターへの各種コマンドはSPIインタフェースにて発行します。 

モーターがBUSY（InBit1がL）の間はコマンドを発行してはいけません。 

例えば指定量の回転コマンドを発行すると、その位置になるまでBUSY
がHになります。従って回転が終了したかどうかをBUSYによって判断す
ることもができます。 

StepMotor解説 

終了 

開始 

BUSY? 

Yes(L) 

No(H) 

少し待つ コマンド発行 



販売ページ http://www.laksmido.com/shop/board.html 

FBポータル https://www.facebook.com/LaksmiDo 

 

LSD-BLE112関連リンク 
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